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２０２５（令和７）年８月号（通算３８５号） 

 
 

 

 

 
７月 26 日土曜日 春野小学校校庭でアーバン夏祭りが開催されました。 

当日は朝から30℃を超える中、広い校庭もあっという間にたくさんの来場者で埋め尽くされ 

ました。東三番街担当の射的は相変わらずの人気で長い列ができていました。 

また、今回から始めた輪投げの模擬店にも多くの子供たちの行列ができていました。今回も 

東三番街自治会の会員の皆様のご協力をいただいて夏祭りを実施することができました。 

模擬店では射的 281 人（昨年 130 人）、輪投げ 183 人の方に楽しんでもらいました。 

   
 

    
 

 

 

最後になりましたが、猛暑の中、射的、輪投げの模擬店のお手伝いをいただいた各サー

クル（アーバンズ、アーバンテニス等）、班長、そして有志の皆様、本当にありがとうございま

した。 

 

 
 

 

7/2６ アーバン夏祭り２０２５ 開催！ 
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2000 年に東三番街自治会も参加し春岡地区自治会連合会で深作川のり面に植えた桜並木

ですが、外来特定生物の「クビアカツヤカミキリムシ（以後、クビアカ）」の被害にあっ

ています。 

クビアカは、成虫は 6～8 月頃に出現し、桜、梅等の樹皮に産卵し幼虫は木の内部を食害

し、樹は枯死します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 月 17 日（木）に環境専門委員メンバーで、幼虫が侵害している深作川の桜並木の 

4 本に駆除剤を投入しましたが、埼玉県北部から始まったクビアカツヤカミキリムシ被

害が、埼玉県全土に急速に広がっています。 

既に枯れた桜もあります。 

＜皆様にお願い＞ 

皆が楽しみにしている桜並木を守るために、成虫を見つけた場合は、産卵

する前に踏みつぶす等して、即駆除してください。 

 

東三番街 HP＞クビアカツヤカミキリムシ：7/17桜被害木の駆除方法→ 

 

 

  

 

●上左 写真： 

クビアカ（首付近が赤い。全身は黒色

で金属光沢がある。 

6～8月（夏に活動）。 

●上右 写真： 

フラス（幼虫が樹木内に食入し摂食し

糞と木くずが混ざったものを出す）。 

●下右 写真： 

幼虫の食痕跡（木の中で 2～3年間食

害しながら成長します）。 

深作川の桜並木が数年後になくなる懸念があります 
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6 月２８日（土）春野小学校で避難所運営訓練が行われました。 

東三番街は「食糧班」として、アルファ米による炊き出しと避難者のみなさんへの食糧

配布を受け持ちました。アルファ米（田舎ごはん）５ｋｇ５０食分３セットをカセットコ

ンロ 6 台で沸かした４リットル×６のお湯で調理しました。お湯が沸くまで 15 分、アル

ファ米ができるまで 20 分程度で、１５０食分が完成しました。その後「物資班」と協力

してパック詰めを行い、避難者および運営メンバーに配布するまでの流れを実際に体験し

ました。 

 

今年は運営メンバーのほかに小学生を含めた「避難者」の

参加もあり、体育館に一部段ボールベットの組み立てや簡易

トイレの見本などが作られました。さいたま市の担当も参加

して、避難者の把握・誘導等も訓練が行われました。 

東三番街は在宅避難が基本ということで、実際に避難所に

行くことは無いかもしれませんが、避難所の運営について学

べる貴重な機会となりました。（ちなみにアルファ米は結構

美味しかったです） 

 

  

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度春野小学校避難所運営訓練実施 
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第 4 回定例役員会（Ｒ7/7/19 実施）の主な議事内容について 

 

【報告事項】 

 ・R7 年度第 1 回管理組合・自治会連絡会（6/22,10:00～） 

の議事録について 

・自主防災組織全体会議報告 [6/22(日) 19:00～21:00]  

・はるおかフェスティバル第1回実行委員会・報告 [7/5(土)9:30～11:30] 

・第 3 回夏祭り実行委員会報告(7/6 14:00～) 

  東三番街の模擬店は、射的及び輪投げに決定 

・環境専専門委員会定例会報告(7/12) 

  クビアカツヤカミキリが桜並木に大量発生 

・春岡地区体育振興会報告 [7/13 (日) 17:00～18:00] 

・4月～7月自治会出納状況について 

 

【協議事項】 

・アーバン夏祭りの役割分担表について（承認） 

・自主防災組織・災害時の組織体制について 

  災害対策本部各グループの自治会役員担当を決定した。（承認） 

    災害時燃料の備蓄方法・備蓄量について 

  （わかりやすい備蓄についての資料作成を条件に、承認された。） 

・牛乳パック（資源物）回収日を月 2 回の資源物回収日のみにすること。 

（広報後に、2025 年 9 月から実施。）（承認） 

・自治会だより 8 月号記事内容について（承認） 

 

 

【行事日程等】 

・アーバン夏祭り 2025 [7/26（土）14:00～] 

・敬老会第1回実行委員会(東2番街集会所) [8/10(日) 14:00～] 

・第 5 回定例役員会 [8/16（土）19：00～] 

・令和 7 年度さいたま市総合防災訓練[9/1（月）9：00～12:30] 

・はるおか地区市民大運動会 [10/5（日）] 

・春岡地区敬老会(春野小体育館) [10/13(月・祝日) ]  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月定例役員会について（議事内容報告） 
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資源物回収対象品目は、下の７品目です。 

 

新聞（チラシを含む）、雑誌、段ボール、紙類（紙箱等）、衣類、牛乳パック、アルミ缶 

 

①  資源物回収日： ８月 ３日（日） ８月１７日（日） 

  ９月 ７日（日） ９月２１日（日） 第一、第三日曜日 

 

集会所玄関前に当日の朝６：００から１２：００までの間にお持ちください。 

※回収日を間違わないよう、ご確認をお願いします。 

また、回収時間を過ぎて出さないようにお願いします。 

回収されなかった資源物はお持ち帰りください。 

 

②  資源物回収状況 

７月  1,890 ㎏ （含む、アルミ缶  30 ㎏） 

前年比  106.2％ 

収益 牛乳パック    60 円 

アルミ缶    1,200 円 

１〜７月累計  

 11,770 ㎏ （含む、アルミ缶  160㎏） 

前年比    103.1％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ７月１９日（土）に、第４回目の定例役員会が行われました。 

■ ８月定例役員会日程： ８月１６日（土）１９：００～ 

■ はるおかふれあいフェスティバル １１月１６日 春岡小にて開催予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

８、９月資源物回収日と７月資源物回収状況 

 

 

 

 
 
 
 

 

連 絡 事 項 
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※ 牛乳パックの回収方法の変更について ※ 

 

自治会の資源回収にご協力いただき、

ありがとうございます。 

牛乳パック回収箱にタバコの吸殻が投

げ入られた事例があり、自治会役員会で

協議した結果、火災予防のため、9 月よ

り、牛乳パックの回収については、月 2

回の資源物回収日のみに致します。 

  

段ボール、新聞紙等と同様に、第 1 と

第３日曜の午前 6 時〜12 時までにお出

し下さいますよう、皆様のご協力をお願

い致します。  

 

2025 年 7 月 20 日 

 

東三番街自治会 

会長 山本裕司 
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～このあたりにもいるハクビシンやアライグマ その１～ 

 
家庭菜園をやっている方はご存知の通り、今年も夏の味覚トウモロコシやスイカが何者かに食べ散

らかされる被害があちこちで発生。明日は収穫、と思っているところを見事にやられてしまいます。

このあたりでも電気柵で対策している農家も増えてきました。以前はカラスの被害が多かったのでネ

ットを張るなどして上空からの襲撃に備えればよかったのですが、最近はハクビシンやアライグマに

よる地上からの被害が増え、ネットを張ったくらいでは、効果がありません。トウモロコシは実をへ

し折られ、押し倒され、スイカは穴を開けて中身をそっくり食べられてしまいます。丸ヶ崎新田のあ

る農家では、昨年小玉スイカが５０個もできたのに、27個食べられてしまったそうです。ヤツらに

とっては、おかわり自由、食べ放題のレストランみたいなものなのでしょう。 

      
 

～ハクビシンの恩返し～ 

昨年９月、稲刈りの終わった借りている田んぼの畦に、スイカのツルが伸びているのに気づきまし

た。残暑の中、ツルはぐんぐん伸びて、そのうち黄色い花が咲き、たったひとつですが小さな実がつ

きました。どうやら小玉スイカのようです。獣たちに見つからないことを祈りながら、１０月２１日

ついに収穫にいたりました。砲丸投げの弾くらいの小さなスイカです。季節外れのスイカを恐る恐る

割ってみると、中は見事に真っ赤で、それはそれは甘くて美味しいスイカです。おそらく、農家のス

イカをたらふく食べたハクビシンかアライグマが、うちの田んぼの畦で糞をして、その栄養満点な糞

から芽が出たのですから、そりゃあ、甘いに決まってます。美味しく食べた後は、タネをとっておい

て今年畑にまいたところ、見事に実がつきました。敵に見つからないことを祈りつつ、 収穫の日を

待ちます。ハクビシンに「もとはと言えばオレのスイカだ」と言われても困るのですが。命名ハクビ

シンスイカ。 

 
 

          （東三番街 平山由喜） 

春 岡 村 の 伝 説 



 

 
 


